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岡山地方気象台

●｢岡山県の地震」は、月１回発行し、岡山県及びその周辺の地震活動をお知らせする

とともに、適宜、社会的関心の高い地震について解説します。また、｢地震防災メモ」

により地震、津波に対する防災知識の普及等に努め、皆様のお役に立つことを目的と

しています。

●この資料の震源要素、震度データは、再調査されたあと修正されることがあります。

●本資料は、国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、

東京大学、名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発

法人産業技術総合研究所、国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、公益財

団法人地震予知総合研究振興会、青森県、東京都、静岡県、神奈川県温泉地学研究所

及び気象庁のデータを用いて作成しています。また、2016年熊本地震合同観測グルー

プのオンライン臨時観測点（河原、熊野座）、米国大学間地震学研究連合（IRIS）の

観測点（台北、玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを用いて作成しています。
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概況

岡山県及びその周辺の地震活動（５月）

震央分布図及び断面図
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５月の概況
・上図の範囲内で５月に震度１以上の揺れが観測された地震は３回（前月:10回）でした。
・岡山県で震度１以上の揺れが観測された地震は５月中に２回（前月:０回）あり、
そのうち震央が上図の範囲内での地震は１回、範囲外での地震は１回でした。

左上 震央分布図（地図内の細線
は活断層を表しています。）

右上 南北断面図
左下 東西断面図

図中の注釈（吹き出し）は、震度
１以上を観測した地震について最
大震度などを表しています。



岡山県における震度1以上を観測した地震の表（５月）

2021年05月06日04時56分 香川県西部 34ﾟ 12.8' N  133ﾟ 48.3' E  20km   M3.0
----------地点震度 ----------
岡山県 震度 1 : 倉敷市下津井＊
------------------------------------------------------------------------------------------------
2021年05月06日13時32分 紀伊水道 33ﾟ 53.1' N  134ﾟ 52.5' E  44km   M3.8
----------地点震度 ----------
岡山県 震度 1 : 倉敷市下津井＊,総社市中央＊,総社市地頭片山＊,岡山南区片岡＊
------------------------------------------------------------------------------------------------

注）１ 内容は暫定値であり、後日再調査のうえ、修正されることがあります。
なお、地震データの確定値は『気象庁地震・火山月報（カタログ編）』に掲載されます。

２ 地名の後に＊印を付したものは、岡山県又は防災科学技術研究所の震度観測点です。
なお、震度は気象庁震度階級表によるものです。
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岡山県における震度１以上を観測した地震の震度分布図（５月）

2021年05月06日04時56分 香川県西部の地震

岡山県及び周辺観測点の震度分布

×は震央
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岡山県における震度１以上を観測した地震の震度分布図（５月：続き）

各地域の震度分布

岡山県及び周辺観測点の震度分布

×は震央

2021年05月06日13時32分 紀伊水道の地震



気象台では、自県内で震度４以上が観測された場合や自県の津波予報区に津波注意報以上が

発表された場合（遠地地震による場合を除く）には、地震発生後30分程度で「地震解説資料（速報
版）」を提供することになっています。また、自県内で震度５弱以上が観測された場合、自県の津波

予報区に津波注意報以上が発表された場合には、地震発生後１～２時間（平日日中は１時間程度、

夜間・休日は２時間程度）を目途に「地震解説資料（詳細版）」を提供することになっています。

｢地震解説資料（速報版）」は、地元の地方

公共団体・防災関係機関へ提供し、地震発生

直後の初動対応に活用して頂くため、地震概

要、震度情報、津波警報等の地元情報を纏め

た資料です。気象庁が発表した地震・津波に

関する情報は、防災情報提供システム（気象

庁から防災情報を配信する専用システム）等

で確認できますが、緊急参集した直後に一纏

めとなった地震解説資料が入手できれば、初

動期判断に有効との考えにより提供します。

「地震解説資料（詳細版）」は、地方公共団

体の災害対策本部会議の運営等を支援する

ための資料として提供するものです。地震や

津波の特徴を解説するため、地震解説資料

（速報版）の内容に加えて、防災上の留意事

項やその後の地震活動の見通し、津波や長

周期地震動の観測状況、緊急地震速報の発

表状況、周辺地域の過去の地震活動など、

より詳しい状況等を取りまとめた資料として提

供します。

地元の気象台では、地震解説資料に関する解説を行ったり、必要に応じて、地域に特化した内

容の追加資料を作成・提供します。また、一連の現象が終了した時点で、地方公共団体等でとりま

とめ資料として活用できるよう、現象を総括した資料を提供することもあります。

なお、全国版としての報道発表資料は、気象庁トップページの「報道発表」一覧に掲載されます。

（掲載から日数が経過している場合は、 「報道発表」右の「 一覧」をクリックし、年の一覧を開い

てから、さらに該当する「年新着情報」をクリックして下さい。上図は、本年５月１日10時27分頃に発
生した宮城県沖の地震に関する資料の１枚目にあたるものです。）

地震発生後、どのくらいのタイミングで、どのような情報や資料が提供されるか等については、以

下の ＵＲＬ から、より詳しい冊子資料を入手頂けますので、一度、ご覧下さい。

広報冊子「地震と津波」について＞

URL ： https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/jishintsunami/jp/jishintsunami_jp.pdf

地震・津波の解説資料について

地震防災メモ №185
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図 報道発表資料の例（１頁目を抜粋。全文は下記ＵＲＬ）

▶

https://www.jma.go.jp/jma/press/2105/01a/kaisetsu202105011230.pdf


